



































H24 地域協働研究（地域提案型 ･ 前期）
RC-21　「コールセンターを核とした地域連携と地域振興」
課題提案者：洋野町特定政策推進室、研究代表者：宮古短期大学部　准教授　岩田智
研究メンバー：番沢鋭治、瀧音博之（洋野町）、勝田麻津子、宮本慶子（いわて復興応援隊隊員）
協力：平塚努（株式会社洋野コールセンター）
＜要旨＞ 
　本研究は、東日本大震災の被災地域支援として洋野町に設立されたコールセンターを核として、地域特性にあった
マーケティング（販路拡大）や農商工連携などの産業経済分野に関する助言、連携方策・ＩＣＴ（Information and 
Communication Technology）を活用した情報発信などに関する幅広い助言・指導を行うことを目的としている。研究
活動は時間的制約を考慮して先行事例研究を中心に実施した。
　この研究に際して洋野町側では、洋野町内の異業種交流会などの組織化を進めるとともに、株式会社洋野コールセン
ターを核とした打ち合わせ会の開催など連絡調整を実施している。
　先進事例調査としては、宮城県登米市の株式会社東北
創造ステーション、仙台市のキューアンドエー株式会
社、震災復旧支援として設立された大船渡市のワタミタ
クショク株式会社（陸前高田総合受付センター）につい
てヒアリング調査を実施した。
　また、この研究に関連して洋野町主体で開催された異
業種交流会に参加し、洋野町における設立されたコール
センターの活用について意見交換を実施している。
３　これまで得られた研究の成果
本研究は、洋野町に設立されたコールセンターを核とし
て、地域特性にあったマーケティング（販路拡大）や農
商工連携などの産業経済分野に関する助言、連携方策・
ＩＣＴを活用した情報発信などに関する幅広い助言・指
導を行うことを目的として調査研究を実施した。その結
果、洋野町に設立されたコールセンターを活用した地域
活性化策として、次のような提言をする。
①　すでに実施している異業種交流会については、地域
活性化として期待できるので継続して開催することが
望ましい。
②　洋野町内の公的機関・民間企業などは、コールセン
ターの活用を図るために積極的に利用することが望ま
しい。
③　洋野コールセンターにより、洋野町内における情報
の交流・情報の地産地消をはかることにより町内情報
を活性化し、モノの交流（高付加価値商材の販売）の
増加およびヒトの交流（洋野町来訪者）の増加が期待
できる。
④　今後の研究次第であるが、在宅コールセンターが整
備活用できれば、洋野町内において、何らかの事情に
より自宅内でしか仕事を出来ない方などの活用が可能
となり、あらたな雇用が生まれる可能性がある。
４　その他（参考文献・謝辞等）
　最後に、本事業の実施にあたってご協力を頂いた株式
会社 DIO ジャパン、ワタミタクショク株式会社、キュー
アンドエー株式会社、そして洋野町の職員の方々をはじ
め、関係各位の皆様に厚くお礼を申し上げる。
